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が治癒 副作用なしEPn1
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対照

Epimorphinは我々が発見した蛋白質で、以下の性質を有している。１）皮膚の角化異常部位で

 

明らかな分泌上昇が見られる

 

２）遺伝子工学的に強制分泌させると正常細胞の角化異常が誘

 

導される

 

３）遺伝子操作で遺伝子ノックアウトさせても正常細胞に重篤な異常がみられない。

このことは、epimorphinアンタゴニスト（阻害剤）を創製すれば、それが高活性で副作用の低

 

い、角化異常治療・予防薬となることを

予想させる。我々は、epimorphinの活性

中心部位の抽出しその領域（一部）の構

造改変をペプチド合成で系統的に行い、

結果的に強力なepimorphinのアンタゴニ

ストを創製した。EPn1は環状性ペプチド

であるが生体外では極めて安定であり、

また、人工的に角化異常を誘発させたモ

デルマウスを用いた実験でその高い角化

異常の治癒効果と安全性

（見た目）が確認された。
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